
「光合成研究」 投稿規定 

総則 

1. 「光合成研究」（本報）は光合成に関連する諸分
野における記事を掲載する。投稿論文として下記

の 3つのタイプを受け付ける。 
「解説」：国際学術誌などに発表された該当分野

の研究に関して近年の動向をより網羅的に広い

視点で紹介する総説 
「トピックス」：国際学術誌などに発表された研

究内容で「解説」より狭い範囲の研究に焦点を当

て紹介する総説 
「研究紹介」：国際学術誌などの専門誌に掲載さ

れた原著論文の研究内容を原著論文の筆者が紹

介する記事 
2. 1年に 2回（4月、10月号）冊子体として発行し、
電子版を光合成学会のホームページ上に公開す

る。 
3. 原稿が E-mail において受付処理をされた日を以
て受付日とし、編集委員が掲載可と判断した日を

採択日とする。ただし原稿が本規定に合わない場

合受け付けないことがある。 
4. 投稿された原稿について、編集委員会は査読の可
否を判断する。査読可と判断された原稿について

は、編集委員が適切な査読者を選んで査読を依頼

し、査読結果に基づいて編集委員が掲載の可否を

判断する。編集委員会が不適切と判断した場合に

は、査読なしで投稿された原稿を却下することが

ある。 
5. 過去に査読を受けて掲載不可と判断された原稿
を改訂して再投稿する場合には、編集委員と査読

者宛に、各査読コメントを改訂稿にどのように反

映したか、また反映しなかった場合はその理由を

明確に記載し、投稿する原稿に添付する必要があ

る。 
6. 掲載論文の著作権（冊子体および電子版）は日本
光合成学会に属する。 

7. 図やそこで使われる写真が過去論文として発表
したものもしくは発表されたものであった場合

は、それらの著作権問題を著者ら自身でクリアす

る必要がある。 
8. 投稿に当たっては、全ての著者が投稿に同意し、
かつ原稿の内容について責任を持たなければな

らない。また、全ての著者は代表著者が全著者を

代表して原稿の掲載に関する事項を執り行うこ

とに同意するものとする。 
 

一般的事項 

(1) Microsoft Wordファイルを基本とする。字数制
限は設けないが、「解説」は A4サイズ 6〜8ペ
ージ、「トピックス」、「研究紹介」は 4 ページ
程度を目安にする。１ページ当りの文字数は、

図表を含めて1800字程度。日本語はMS明朝、
英数字は Times New Romanとする。 

(2) 本文の最初に、日本語および英語での論文題名、
著者所属機関名、氏名を記載する。 

(3) 句読点は「 、 」「 。 」に統一する。 
(4) 300字程度の日本語要旨を作成する。 
(5) 参考文献、表、図のキャプションは、本文の後
ろにつける。 

(6) 本文中に図の大体の位置を指示する。（図を貼
り付けてもよい。） 

 
参考文献 

(1) 参考文献は、本文中の該当箇所に、右上付きで、
1、1,2、1–3のように示す。 

(2) 参考文献の表記は下記のとおりとする。著者が
5 名を超える際は、筆頭著者を記載しそれ以降
の著者は et al.とする。 
雑誌例 
1. Berthold, D. A., Babcock, G. T. & Yocum, C. F. 

A highly resolved, oxygen-evolving 
photosystem II preparation from spinach 
thylakoid membranes. EPR and 
electron-transport properties. FEBS Lett. 134, 
231-234 (1981). 

2. Nanba, O. & Satoh, K. Isolation of a 
photosystem II reaction center consisting of 
D-1 and D-2 polypeptides and cytochrome 
b-559. Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A. 84, 
109-112 (1987). 

書籍例 
3. Diner, B.A. & Babcock, G.T. In Oxygenic 

Photosynthesis: The Light Reactions (eds Ort, 
D.R. and Yocum, C.F.) 213-247 (Kluwer, 1996) 

 

図／写真 

(1) 図、写真はグレースケールでも良い場合には、
グレースケールで作成する。カラーの図や写真



を希望する場合には、カラーの図や写真を送付

する。図や写真の枚数によっては、編集委員会

との相談により、PDF 版ではカラーになるが、
冊子体ではグレーになる場合がある。 

(2) jpgあるいは tiff形式等で本文とは別ファイル
として送付する。解像度は 300 dpi程度とする。 
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